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小型有孔虫は徴化在(徴古生物)の中で最もポピュラーな動物群であり、その研究の歴史も在い。

通大きさが 1仰以下であるため、一般にはあまり自にふれないが、海成層中に化石として豊富に含まれ、

現搬洋中でも大繁栄しているグループの一つである O

近年、徴古生物学の内等はめざましい発展をとげ、従来からの の時代決定、地層の対比、土世間の

の推定は勿論のこと、在海洋や吉気候などの吉環境解析や 生物進化を底接追究するよ

うになってきたO このような状況の中で、今日では鍛書生物学は従来の専門家だけの世界から広く一般

の関心を集め、高等学校や中学校での教材として扱われるようになってきた。中でも有孔虫は材料が得

やすく、観察も容易であることもあって、生徒の自由研究や教材に多く使われているようであるO この

ような現状の下で、徴吉生物学への入門と普及の意味から、「化石@現世小型有孔虫類の採集と検出法」

の小冊子を 1971年、静岡県地学会の資料 21号として出したことがある。その後、会員諸氏によって、

下の各地の地層や梅域から沢山の有孔虫が検出され、多くの研究が手がけられてきたO しかし、

虫の種の同定や研究の方法などについて、その先どのように進めていったらよいのか難かしし多くは

を検出して鏡下で自然、の造化の美を楽しむところまでで終ってしまうのだと開いているO 中には生

と共に熱心に大学を訪れ、文献や標本を調べ、解析法などを議論して研究を発展させて

校の地学クラブもあったO 私共の経験としても、有孔虫学への入門の頃はやはり種の

したことを覚えているO 種の鑑定の難かしさは 10年も経験を経た今でも変りなく、けっして蓉易ι決め

られるものではなし'0 しかし、非常にポピュラーな種類について図鑑のようなもの、たとえば貝類図鑑

のようなものがあったら、どんなにか参考になることだろうと思う O 有孔虫に関して、ほとんど文献を

持たない人にとってはこれが何という鍾類なのか調べようもなくも本当に因ることだろうと思う O この

ような観点から、使い易いカタログを{乍る計画をたてたO この種のカタ ρ クーには、浅野清先生によって

出された rIllustrated catalogue of ]apanese Tertiary smaI1er ForaminiferaJ ( 1953 )があ

るO この名著は先生ご自身のスケッチ画に英文の記載を付したカード式の使い易い便利なものであれ

もこの種の唯一の参考書として活用させてもらっている O しかしながら、この本は現症では仲々

入手することが閤難な上、今日では分類体系が変わり、そのま込の属名は使えなくなっている O 従っても

専門家以外の利用は難しいこと込思う O また、幸いにも走査型電子顕鍛鏡の発達によって、 ミクロの形

態が鮮明な立体像として捕えられるようになり、 ミクロの世界をスケッチなどの手段をとらずとも

しやすくなってきた O

以上のような経緯で、浅学をかえりみず¥こ斗にごくポピュラーな種類から少しづっ連載して、

諸氏の使に関したいと思う O このカタログを通じて、有孔虫に興味をもち、更に深く取り組もうという

方が出れば幸いであり、この金属の意図は達成されると思う O
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はじめに

小型有孔虫カタログというと多くの方はデパートなどから送られてくる の色掛り のような

ものを思い浮べるかも知れない。動物分類学においてカタログとは、今までに記載されたある分類群に

ついて、動物命名法上の約束にもとずいて、その属@種名をアノレファベット頗にならべ、原記載と共に

を付した形式のものをさすO この小型有孔虫カタログは有孔虫類の主要な謹について、その種

を同定するための写真と説明(この場合は著者等のその護に対する見解が述べられている)とが付いて

いるものと考えてもらえばよい。これは上記分類学ではアトラス、あるいはマニュアノレに農する形式で

あるが、こ斗ではこれらの写真集を種ごとにばらし、 7/レファベット 11畏または分類頗に並べかえると、

いわゆるカタログになるよう したO

カタログで扱う有孔虫類は、まずはじめに誰でも

下の沿岸域に生息しているか、または、

から取り上げることにしたO たとえば、

うな汽水域の泥底に多数生息し、また、、民話世の

取り出すことのできる種類で、そこの

な代表的な種類から扱うことにしたO そして

およんでいきたいと考えている O

に手に入れることのできる、すなわち、

より産出する極めてポピュラーな

る Ammoniabeccαyii (L inne )は浜名湖のよ

などから、いくらでも

占めることがある O このよう

を広げ、やがて rarespeciesにまで

した写真は

るように努力した。ステレ

を使って、各側面か

によって有孔虫の立体的な

し、できるだけステレ を多数入れ

じを把みも

で、きるようにした。このようにステレ を多く用いたカタロ

の微細な形態をよく

られている (A

えstereo - atlas of Ostracod shells)能、今のところ世界的にみても

た有孔虫像は 形態を非常に詳細に示してみるO そして、 している

{象は く表面のみの

ってみえるかも知れない。この相異は光学顕微鏡像が有孔虫の内部

の斉異などによって、{象の表面に費感として現われるのに対して、

しか伝えないという違いによる O 従って、鏡下で観察している有孔虫像とこの

とは、必ずしも質感としては一致していない。電顕像は表面装飾をあまりに

孔虫とは、その宮殿において

講造(殻壁など)を光の

カタログに出ている

も公平に、均質に捕え、徴結なところまでよくみえすぎるので、実擦にはとまどうかも知れない。しか

し、真実の形態はこのようになっているという事実は、鏡下での観察力を大いに向上させるものと思う O

一つの積類を扱う際に、なるべく多くの個体を写真にして示すことにした O 生物の種は本来個体群

( population)として認識されるべきものであれ当然、のことながら一つの種の中に沢山の変

(variation)が存在している O それらの変異についてももできるだけ多く示すように努力したO そし

て、国示した偲体はすべて登録番号(1 GS U -F Number)を付け、静岡大学理学部地球科学教室に

永久保管するようにしたO 実物標本を参照したい時は何時でも静岡大学で実際にみることができる O

扱う種の説明では、まず種名、原記載とその出典、標式地を示し、その種を同定するために必要な形

態的特徴などの記載をできるだけやさしく、著者等の見解で記述したO また、現生種についてはその種
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がどのような場所に生息し、どのような生活の仕方をしているかという地理的分布と生態についても、

できるかぎり調べて記述したO 化石の産出が知られているものについては、その層位的な記録もわかる

かぎり収録したO また、解説として、その種にまつわる歴史的な経緯など、その種についてより深い親

しみと、理解が持てるように配慮したO

図版の説明は便宜上英文で行ったが、有孔虫に関する などについては初心者にもわかりやす

くするため、追々に余自を利用して解説していきたいと考えている O その他、有孔虫についての様々な

的な知識なども断片的に挿入して行きたいと思う O

このカタログを使えば一応絵合わせ的に有孔虫の種名を付けることができるようにしたO しかし、い

うまでもなく標本に名前を付けることが最終目的ではない。常々学生との間で感じることではあるが、

標本を指して「これは何ですか」と間われ、 うっかり種名だけを答えてしまうことがよくある O すると

の多くは fあ LそうですかJといって、すべてを理解したかのように非常に満足げに帰っていく O

確かに物に名前が付くとほっとする気持はわかるが、名前が付いたからといって何かがわかった分けで

はけっしてなし、。むしろ、名前が付いたことによって何かがわかったと思い込んでしまう幣害の方が恐

ろしい。学術的には u 種"というものを認定する作業は大変に難ししまたj慎重に行われなくてはなら

ないものである O 誰でもができそうなことにみえても、誰でもができるというわけではなく、そこには

的な多くの知識と広い視野、数多くの経験も必要であり、そして、伺よりも大切なことは自然に対

する健全なものの見方と情熱があってはじめてできることだと思う O 名前を付けることが研究ではなく、

こ斗から研究がはじまるとして、このカタログを利用してほしいと願うものである O

有孔虫の種類数は大変多く、底生小型有孔虫だけでも 2万種とも 8万種ともいわれている O 静岡地学

に笹号 2、 3語づっ掲載したとして、恐らく完結しないと思う O また毎号続けるには著者等はあまりに

も未熟であり、息切れしてしまうかも知れなし ¥0 ときには他の専門家の応援を頼まなくてはならないで

あろうし、また会員諸氏の積極的な参加とど協力を切に願うものであるO
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静嗣地学第 39号 (1979)

Ammonia beccarii ( Linnaeus ) ， 1758 

Nautilus beccari L innaeus， 1758， Systema Naturae， E d. 10， p. 710 ( fide E 11 is and 

Messina， 1940)0 

Ammonia beccarii (Linn~ )， Cifelli， 1962， Contr. Cushman Found. Foram. Res. ，v. 13 ， 

pt. 4， p. 119 -126 ， P 1. 21. 

〔標式地 JRimini付近の海岸、 Emilia Romagna， Italy. 

〔記載〕 物に付着しないで生活するO や L扇平なトロコイド旋回(t r 0 ch 0 s p i r a 1 )、背側面(do r -

sa 1 s i d e )は凸状(convex)、腹側面 (ventral side)は問状のものもあるが、普通は平担かまたは

ふくらんでいるO 背側面からはすべての旋回が観察されるが、腹側面では最終旋回のみがみられるだけ

である O 関部(um b i 1 i c a 1 r e g i 0 n )には瞬栓(umbilical plug )があることが多いが、幼体では発注し

ない。外周縁は小葉状(Iobulate)で、外周縁のへりはまるいか少し尖っている O 成熟個体は 3.........4旋

で、最終旋回は 8.........10室よりなる O 縫合線 (suture line)は背側面では肥厚(limbate )し、カー

ブを描いているが、腹側面では強くへこみカーブはゆるやかである O 胸部に近い縫合線は傑く切り開か

れてへこんでいる O また、!関部付近には粒状あるいは円錐状の突起が数多くみられる O 一つ一つの

( c hamber )はふくらみをもっている O 殻の表面は平滑で、細かい穴(pore )が多数あいているO日子し

( aperture )は狭いスワット状で最終房室の腹側面にあいている O

〔地理的分布〕 極地方を除く世界中の汽水域に多数生息する O

〔生態〕 泥底を好むO

〔層位的記録〕 中新世?-現世

〔解説 J Ammonia beccariiはLinnaeus以前から記載されている謹で、昔はCornuHammonisとか、

Ammonia unitaとか呼ばれていたO 動物命名規約により、 Linnaeus以前のものは無効となるので、

L innaeusが付けた Nautilusb台ccaη:zが有効な種名となる O この種は世界中の内湾の環境に特徴的に生

息し、多くの形態変異をもっO このため、世界の各地で多数の亜種名が与えられているが、 Schnitker 

( 1974 )の飼育実験などを通じて、ほとんど全ての亜種が悶ーの親から生まれてくることがわかってき

たO 変異はいろいろな形質に認められるが、横からみて背・腹側ともに丸くふくらんでいる型(Fig s . 

9， 12 )、背側が円錐状に少しとがり腹側は平担な型 (Fig.2)、背・腹側ともに比較的とがっている型

(Fig. 15)の3つの変異型が日本の地域では広く認められており、また、これらの 3型は同ーの環境

内にも存在している O 勿論、これらの中間型も形態としてとぎれることなしに連続して認められる O ま

た、この種は Bradshow(1955、1957、1961)が東太平洋の Ammonia beccarii tepida 

(Cushm an )を使って、さまざまの条件下で飼育し、その生態的な特性を明らかにしたO すなわち、

塩分濃度が30%。、温度が 2TCの持、生長速度が最も速く、生活環は最も短かくなる O しかし、塩分濃度

がこれより高いかまたは低くなると生長速度は遅くなれ長生きする O そして、温度は 10.........35
0

Cにま

で耐えられ、低いほど生活環は長くなるという結果を出している O
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Figs. 工叩6. Specimen numberi 工GSU四 F-010，Loca1i七yi Lat. 340 

43'26"N， Long. 工37037'22"E，Hamana-ko， Hamamatsu， 
Shizuoka Pref. (Recent mud， depth 2.3m) . 

1a，b. S七ereopair of ven七ra1view. X144 

2a，b. Stereo pair of edge view. X144 
3a，b. Stereo pair of dorsa1 view. X144 

4. Suture 1ine and shape of chambers near the fina1 
chamber. X288 

5. En1argement of aper七ura1area. X1080 
6. Pores of chamber surface. Pores are absent a七

七hesutura1 region. X600 

Figs. 7司 9. Specimen numberi 工GSU叩 F-001 (Topotype)， Loca1i七yi
La七. 44010'N， Long・1203工'E，Shore a七 Viserba
near Rimini City， Emi1ia四 Romagnaprovince， I七a1y.
(Recen七 beachsand). 

7. Dorsa1 view. X120 

8. En1argemen七 ofumbi1ica1 region. X1920 

9. Edge view. X120 
Figs. 10四工2.Specimennumberi 工GSU-F叩 008 (juveni1e form) 

Loca1itYi 七hesame 1oca1i七y as IGSU吋 F四 010specimen. 

10. Dorsa1 view. X132 
11. Ventra1 view. X132 
12. Edge view. X132 

Figs. 工3叩 15.Specimennumberi 工GSU叩 F時 009，Loca1i七yi 七hesame 

1oca1i七y as IGSU四 F-010specimen. 
工3. Dorsa1 view. X180 

エ4. Ven七ra1view. X180 
15. Edge view. X180 

Figs. 16-19.Specimen numberi 工GSU-F-002，Loca1itYi the same 
1oca1ity as工GSU由 F-001specimen. 

16. Dorsa1 view. X120 

17. Ven七ra1view. X120 
18. Edge view. X120 

19. En1argemen七 of apeど七ura1face. X432 
Fig. 20. Dorsa1 view of Topo七ypei11us七ra七edby Cushman 

(1928). X27 

(Photographed by Miss K. Nishii) 
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静岡地学第 39号 (1979)

Pseudononion japonicum Asano， 1936 

Pseudononioη Jaρonicum A san 0 ， 1936， Jour. Geol. Soc. Jゆan，V. 43， n o. 5 12， p. 34 7 -

3 4 8， f i gs. a -c • 

〔標式地〕神奈川県鎌倉郡村岡村(現;藤沢市渡内)、

積世)。

-長沼層のいづれかであるが不明(洪

〔 コ物に して生活しない。殻(test )は なトロコイド旋回で、背側面は腹側面にくらべ

てや Lでっぱり、全ての旋回が観察されるが、腹側面は最終旋回のみがみられるだけである O 外周縁の

へりはまるいがや込尖っているO 成熟個体は 3旋回桂震で、最終旋回は 10""'12室よりなる O 騎部付近

には粒状の突起が数多く し、普通は憐弁 (elongate Iobe )が隣部をおおうことはない。縫合線は

明瞭で、や Lへこみ、ゆるやかにカーブしている O は細長く、や斗ふくらんでいるO 成長にともな

し1 は急激に大きくなることが多い。 は乎滑で細かな穴が多数存在するO 口子しは狭いスリット状

で口孔面の基部に開いている O

〔地理的分布〕黒潮系沿岸水にともなって分布するo (生態コ水深 20'"'-'200mの砂質底に生息する O

〔層位的記録〕鮮新世-現世

〔解説コ変異が大きく、 Pseudoηoniontredecum， Florilus jatonzcusと区別するのはかなり難かしく、

を要するO たとえば騎弁についていえば、記載において隣弁が騎部をおおわないとしたが、 Plate 

のFigs.5a，b，6のように時に瞬弁が瞬部をおおうこともある O 臓弁が騎部を大きくおおう種類は本

来NonionelIa属の特徴であり、写真にあげた標本は人によっては Pseudononion属ではなく、 Nonio

neIla属とするかもしれない。しかし筆者らは多くの個体を観察し、また他の諸形質から考えてこのf個悶

体を PseωωzμtaめO'Jη仰1ωO'Jηnz，幻tωO'J幻;，αDμOηz，αmの中に含めたo Pseudononion jaρonzαmの中にはこのように瞬弁が

成熟個体で発達することがある O

Explanation of P工ate

Pseudononion japonicum Asano， 1936 Figs. 1叩 10.

Figs. 1叩 6. Specirnen number; 工GSU-F-006，Loca1ity; La七. 34040' 
36"N， Long. 工37036'10"E，bore ho1e (-40rn) a七七he
rnou七h of Harnana-ko， Harnarna七su，Shizuoka Pref. 
(Ho工ocenefine sand). 

1. En1aどgernentof aper七ura1face. X360 
2a，b. Stereo pair of edge view. X144 
3a，b. S七ereopair of doどsa1view. X132 
4. En1argernent of七hecen七ra工partof dorsa1 side. X288 
5a，b. Stereo pair of ventra1 view. X132 

6. En1argernent of umbiエェca工 region. X600 
Figs. 7-工O. Specirnen number; 工GSU-F-007，Loca1i七y; 七hesarne 

1oca1ity as工GSU-F四 006specirnen. 

7. Dorsa1 view. X132 
8. Edge view. X132 
9. Ventra1 view. X工32

工O. Pores of charnber surface. X3600 
(Photographed by Miss K. Nishii) 
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静岡地学第 39号 (1979)

Trochammina hadai Uchio， 1962 

Trochammina hadai U c h i 0， 1 962 ，ρubl. Seto Mar. Biol. Lab.， v. 10 ， n o. 2， p. 243 -244 ， 

pl . X¥唖， 9 a -c. 

〔標式地〉新潟県信濃)11沖の日本海

〔記載〕物に しないで生活する O 殻はトロコイド状旋回で、細粒の砂粒を付けた穀をもっO 背側

面はふくらんでいるが、腹側面は普通平担である O 艇部はより平担で、生殻では細かい粒子がつまって

いることが多いが、死殻では深い穴があきへこんでいる O 成熟偲体では 3........4旋回で、最終旋回は 4'"'"'

5室で構成されている O 背側面からは全ての旋回が観察されるが、腹側面からは最終旋回のみしかみら

れない。 の形は亜球形をなし、 にともなって徐々に大きくなるが、時に急激に肥大することも

ある O 縫合線は背側面では少しへこみや L カーブするが、腹側面では直線状である O 口孔はアーチ状で

の口孔面の基部にあく O 殻は砂粒とさまざま のセメント物質(pseudochitn )からなり、砂

粒は比較的径のそろった大きな粒とその間をうめる細かな粒とからなる O 外表面は比較的なめらかであ

るO 生穀は黄褐色一赤揚色を呈し、死殻では白色である O

〔地理的分布 J(生態〕内湾、の汽水域泥底に多く生息し、 Ammoniabeccariiとよく共存しほ Y同じ分

布を示すが、 A. beccarii の方がより淡水に近い状態のところまで生息するようである O 多くは泥底に

しないで生活するが、時に砂粒、黒雲母片に付着したものが発見される O

( J爵位的記録〉死後、殻がすぐ分解してしまうため、化石として残りにくし'0従って、いつごろから

出現していたかは不明。まれに完新世の堆積物中から発見される O

〔解説〕この種は Trochamminaglobigerinzformis B ra dyに同定されることが多し'0 形態的には T.

globigeriniformおより小さく、房室の形も球形ではなく、また縫合線が深くくびれていない。生息域と

しては Tglobigerinzformisが比較的深い冷水海に分布するのに対して T.hadaiは浅海内湾の暖水海に

るO

~xplanation of Pla七e

Trochammina hadai Uchio， 1962 Figs. 1-8. 

Figs. 工四4.

1a，b. 
2. 
3a，b. 
4. 

Figs. 5由 8.

5a，b. 
6. 

7a，b. 
8. 

Specimen number; 工GSU-F-005，Loca1ity; Lat. 340 

43'26"N， Long. 137037'22"E， Hamana-ko， Hamamatsu， 
Shizuoka Pref. (Recent mud， depth 2.3m). 
Steどeopair of dorsa1 view. X108 
Edge view. X108 
Stereo pair of ven七どa1view. X108 
Surface texture of 1ast chamber of ventra1 side. 
X660 
Specimen number; 工GSU“ F四 004，Loca1ity; 七hesame 
1oca1i七y as工GSU-F-005specimen. 

S七ereopair of dorsa工view. X72 
Suどfacetexture of primary chamber. X工800

S七ereopair of ventどa1view. X72 
Edge view. X72 

(Photographed by Miss K. Nishii) 
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脊孔虫類 (Foraminifera)

( Foramin i fera )は原生動物内 (Phy1 um Protozoa)、肉質虫亜門 (SubphylumSarcodinaλ 

摂足虫綱(Cl ass Rh i zopoda)に属する単結胞動物である O 根足虫縞にはこの能にアメーパ目

( Amoebina)‘有穀アメーパ目 (Testacea入菌虫自(My c e t 0 z 0 a )が含まれる O 有孔虫類を飽か

ら区別する最大の特徴は穀 (Tes t )をもち、糸状の仮足 (pseudopodia)を持っていることである O

孔虫百 (OrderForaminifera)はさらにらつの車問(Suborder )に分けられる O すなわち、

A 11 0 g r om i i na、Textular i ina ¥ Fusuli n ina， Rota 1 i i n ina、Milliolininaであるが、そのうちブズワナ亜

自は在炭紀前期に出現して吉生代の終りの二畳紀で絶滅してしまった鍾類である。その他の有孔虫類辻

カンプリア紀以降その存在が知られ、白亜紀から第三紀に入って大発展をとげ、現在の滋洋中で大繁栄

を続けている O 最近の研究では有孔虫類の祖先は先カンブリア紀にまでさかのぼるのではなし 1かという

幾つかの証拠があげられ、全動物界を通じて最も怠の長い生物ということができるO

を生物学的にみると、その細飽質は便宜上、外質(ec t 0 P 1 a s m a )と内質(endoplsma)とにわ

けられさ。外質は設の表面に薄く拡がり、さらに殻の数箭先まで仮足としてのびている。この仮足によ

って外部の食物を摂取したり、物に付著したれまた移動したりしている。佼足は外質からのびると

通いわれているがはっきりしたことはわかっていなし、細胞質の主体は殻の中の内質にあり、核(1 ""' 

5、6個ドミトコンドリア。小胞体などの各種細胞内器官をそなえている。最近、透過型電子顕微鏡を用

いた細胞の研究が進み、その徴細構造も詳しくわかってきたO その結果、徴小な 1個の細胞内では

動物の諸器官に匹敵するような高度に分化した諸器官が納められ、多細胞生物に劣らない各種の機能を

していることが知られるO 従って、単細胞生物だからといって、単純で、あり、原始的であると簡単に決めつ

けることはできない。かえって複雑な機能と構造をもった、さながら超小型の精密機械を思わせるものであるO

脊孔虫の生活環(life cycle)はこつの異った生殖様式(無性生殖と有性生殖)をもっ世代の交番によ

づて示される O 有性生殖は細胞内で減数分裂によって生産された 2本の鞭毛をもった半数体 (haploid)

の配偶子(gamete)が海水中に多数放出され、それらは海水中を自由に遊泳して別の個体から放出

された配偶子同士と各々接合して倍数体(diploid )の接合子(zygote )を作る O この は小さな初

( p r 0 1 0 c u 1 us )をつくって、成長し、小球形 (microspheric)のジゾント(schizont)になる O 無性生

殖は成熟したシゾントが均等な核分裂を行い、殻の外に半数体の幼体(embryo )を放出し、そのすぐ後で

細胞質も全部穀外に放出されるo 100ケ程度の幼体はそれぞれ、適当な震の細胞質を得て、ただちに親か

ら得た栄養物だけで3ツ程度の房室(chamber )をつくれその後は自から食物を摂取して成長していく O

このようにして無性的に生れた僧体をガモント(gamont )と呼び、その初室は接合子がつくった初室に較

べてかなり大きいので大球形 (megalospheric)といって区別している O 以上のように有孔虫は生殖様式

の相異によって殻にも二つの型、すなわち、二形現象(dimorphism)がみられる O 有孔虫の生活史は

植物にみられるシダ類やコンブ類と似たところがあり、勿論、雌雄の区別はない。

食性は一般に珪薬のような藻類を栄養源にしていると考えられているが、浮遊性有孔虫の中にはコペ

ポーダのような動物性プランクトンを仮足を使ってたくみに捕え、海グモ類、と似たような食餌様式をと
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;るものがいることが知られているO また、底生種の中にはナマコ類に寄生したり、腐肉につきささって!

j生活し-ωる等恥であるo

j 普通、観察する時の有孔虫は細胞質を除いた外殻であり、分類も殻の性質や形態によって行われてい!

;る O 殻(test )は細胞質から分泌した物質(類キチンや炭酸カルシウム)だけから形成されているものとEj

;外来物質(砂粒など)を自らの分泌物で穆着しているものの 2種類があるo それはさらに鉱物学的観点 j

!から、類キチン質、謬類、磁器質、微粒質、ガラス状石灰質、針状体質にわけられるo 穀物は管状の!

!もの、一室のみを作るもの、多くの房室を作るものとがあれ多躍のものにはその房室の配列様式に j
jよって様々な形態が認められるo 殻には必ず口孔(aperture )時在い各房室の間にある生長の前段!

;階の口孔は foraminaと呼ばれ、有孔虫の名前の foramini feraはこの foraminaほし〉と fero(持つ〉とに!

j由来しているo また殻の表面には各種の装飾があれ細かな分類の要素として重要であるo 殻の大きさ!

;は貨幣石(山nulites)のようにその障が 10cmもあるものもあるが、普通は 1m叫'

;は白色であるが、生きている有孔虫は明るいピンクから暗い褐色、時には青白色から線色など様々な色!

jを呈している O この色彩は原形質 (protoplasm)の色が反映しており、食性に関係している他、時に縮;

;胞内に共生する共生藻類、によることもある。 ; 

; 生態的には世界中のすべての海洋および汽水域に広く生怠し、ごくまれには、ほとんど淡水に近いよ j
; うな汽水域にも生J息怠している O 生活型としては浮閥遊型(句pla出耐叫c form)と底{性主型(作b抗叩ω1は川t廿伽f

;とがあり、浮遊性種はわずか 2科を占めるにすぎないが、外洋水中に繁栄しい、その伺体数は非常に多

jしい1、O 特に熱帯から車熱帯地域に多くし、その地域の陸源物質の供給の少ないまた石灰分の溶解度の低い海

i底では主として浮遊性有孔虫の死殻だけからなるグロピゲリナ軟泥 (Globigerinaooze)が堆積してい

!るo この様な軟泥は全大洋底の約切れの面積を占めていることからも、浮遊性有孔虫の数が如何に多

:いことか理解されよう O また、浮遊性有孔虫は海中で5抑から l仰にもおよぶ多数の仮足を出し、

;の微小生物を捕え、一般のプランクトンと同様に Om--200mくらいの間で日 を行っている

!らしい。底性有子し虫は種類数が多い割には個体数はそれほど多くはない。沿岸汽水域から 4"-5，000m

lの深海域まで、まんべんなく生息している O 特に大睦棚から向斜面上部にかけて種の多様性が高い。

;水域と深海底では石灰分の溶解がはげしいためか￥類、キチン質や謬着質の殻をもった種類が適応してい

るO また深海聴では生物量(biomass )として計った有孔虫は全生物中で栢当の高い割合を占めている O

底性種の生活様式は岩石や海藻などに付着して生活するものと、泥や砂の間で蓬いまわっているものと

があるO 多くは海底面の表層部に生息し、もぐっているものでも表面下 5脇程疫のところで生活してい

るが、表層下 10数仰の所で生きていたという記録もある O 生体の個体数密度は 1cni当り最高 150自の底

性有孔虫を検出したことがあり、恐らく自然、界ではコロニー(colony )状に密集した分布型(cl umped 

pattern )を示すのかも知れない。 についてはシャーレの中での であるが、

動きまわれ成熟個体は殆んど移動しない。その平均運動量は一時間に 2.5伽程度であり、恐らく自然、

界においても白から移動するその行動範関はきわめて小さいと思われる O 底生有孔虫の各種類は海洋の

と密接な関係をもってそれぞれ適応しているので¥種の組成は環境要因の非常によい指擦とも

なっている O
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